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　東洋医学研究所の組織

共同利用研究室

研究室名 主任者名 内線

ＭＲセンター研究室 樋口　敏宏 638

臨床研究棟研究室 山田　　潤 652

附属鍼灸センター研究室 竹田　太郎 537

微細構造解析室 熊本　賢三 236

遺伝子関連物質解析室 雨貝　　孝 225

生体防御機構解析室 糸井 マナミ 267

生理活性物質分析室 林　　知也 370

生体分子解析室 糸井 マナミ 267

高次機能解析室 中山　登稔 238

生体機能解析室Ⅰ 赤澤　　淳 374

生体機能解析室Ⅱ 岡田　　薫 272

生体機能解析室Ⅲ 福田　文彦 537

生体反応解析室Ⅰ 今井　賢治 539

生体反応解析室Ⅱ 谷口　博志 316

行動解析・分析室 福田　文彦 537

生体構造解析室 榎原　智美 261

工作室 廣　　正基 326

2 号館分子シグナル解析室 鳴瀬　善久 371

6 号館診断情報解析室 和辻　　直 318

8 号館運動機能解析室 林　　知也 370

10 号館看護情報解析室 永島 すえみ 762
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明治国際医療大学附属東洋医学研究所の歴史・現状・課題

東洋医学研究所・所長
雨貝　孝

附属東洋医学研究所は、東洋医学に関する学術の研究及び東洋医学の研究者の養成を
目的に昭和 57 年に設置されました。
平成元年から、形態系、機能系、免疫・生化学系の基幹 3部門構成となり、5号館（研
究棟）の 1階と 4階が形態系、2階が免疫・生化学系、3階が機能系を中心とした研究
室群が配置され共同利用に供されてきました。
平成 3年から大学院鍼灸学研究科修士課程が、平成 6年には博士課程が開設され附属
東洋医学研究所が大学院の教育・研究にも活用され始めました。
平成 14 年度に研究所の在り方の見直し行った結果、平成 15 年度から全学の研究施設
が共同利用を前提としたものとして 16 の共同研究室が整備されました。同時に、プロ
ジェクト研究も開始され、複数ユニットにまたがる共同研究の推進が図られました。こ
の時期には、柔道整復学の学問としての基盤を整備と 4年生の大学への移行という動き
と連動した研究も進められました。平成 16 年には保健医療学部が開設、平成 18 年には
看護学部がされ柔道整復学や看護学の研究にも共同研究室の利用が広がりました。
現在、3学部、医学教育研究センター、附属病院、附属鍼灸センター、ＭＲセンター、
統合医療センターおよび大学院を持つ東西医学を学び研究できる特色ある医療系大学と
しての歴史を積み重ねています。こうした中、東洋医学研究所は、全学の共同利用を一
層推進するために共同研究室の再整理が行われ平成 24 度より 20 の研究室をもち、多様
なアプローチから統合医療・東洋医学研究を支えられる共同利用施設として一層の充実
と共同利用が図られています。
平成 24 年度から、各共同研究室での研究成果の一部を研究所年報という形でまとめ、
学内外の皆様に活動の一端をご紹介することといたしました。附属東洋医学研究所は学
内外との共同研究を促進し、東西医学を融合し、オリジナリティーのある医科学・医療
の研究に貢献してゆく所存です。今後とも、皆様のご協力・ご鞭撻のほどを宜しくお願
いします。

（2012 年４月５日）　
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